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本
部
、
海
上
保
安
庁
の
特
殊
救
難
隊

を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
本
家
本
元
」

と
い
え
る
墓
京
消
防
庁
の
消
防
救
助

機
動
部
隊
(
愛
称
・
ハ
イ
パ
ー
レ
ス

キ
ュ
ー
)
に
触
れ
て
い
な
い
の
も
物

足
り
な
い
。

引
年
前
、
研
究
仲
間
た
ち
と
「
き

み
は
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
を
知
っ
て
い

る
か
」
(
日
本
評
論
社
)
を
出
版
し

た
。
P
K
O協
力
法
が
国
会
で
可
決
、

成
立
し
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
「
国
際
買

ダ
l
パ
l
ド
博
」

(
9月
お
日
ま
で
)
た
だ
、
日
本
の
代
表
的
科
学
館
の
献
は
自
衛
隊
で
」
と
い
う
流
れ
に
対

を
見
た
。
「
世
紀
の
特
撮
が
描
く
ポ
企
画
展
に
し
て
は
地
味
な
印
象
だ
。
し
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
に
基

ク
ら
の
未
来
」
と
い
う
副
題
の
通
り
、
も
っ
と
メ
カ
に
こ
だ
わ
り
、
先
端
技
づ
き
「
国
際
貫
献
は
サ
ン
ダ
l
パ
l

太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
の
再
生
可
能
術
や
救
助
活
動
の
詳
細
を
紹
介
し
て
ド
の
よ
う
に
」
と
、
非
軍
事
の
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
制
御
さ
れ
た
秘
密
基
ほ
し
か
っ
た
。
事
故

・
災
害
と
救
助
救
助
隊
構
想
を
提
示
し
た。

地
ト
レ
l
シ
l
ア
イ
ラ
ン
ド
の
模
型
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
パ
ネ
ル
と
若
干
の
ユ
ー
モ
ア
と
遊
び
心
を
交
え
つ

や
鮮
明
な
3
D映
像
な
ど
、
現
代
技
装
備
の
展
示
だ
け
で
は
寂
し
い
。
陸
つ
、
念
頭
に
は
海
外
の
災
害
救
助
に

術
を
絡
め
た
展
示
が
面
白
か
っ
た
。
海
の
自
衛
隊
と
防
衛
省
の
技
術
研
究
向
か
う
た
め
邸
年
に
発
足
し
た
国
際

1
1
1
1」
消
防
救
助
隊
が
あ
っ
た
。
そ
の
シ
ン

マ
来
ダ

ω

一

一
小
細
川

明

一

ポ
ル
マ
ー
ク
は
「
愛
あ
る
手
」
と
呼

汁
榊
け
同

一

ば
れ
、
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
の
そ
れ
と

ゆ
本
贋
博
一

一

相
当
似
て
い
る
。
邸
年
の
阪
神
大
震

地
日
画
ド

一

れ

劃

引

村

山

J
t

一

災
後
に
は
、
国
内
向
け
の
緊
急
消
防

御
忠
一
イ

一

援
助
隊
も
発
足
し
た
。
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サ
ン
ダ
|
バ
ー
ド
の
ブ
ル
l
レ
イ
・
コ
レ
ク
タ

ー
ズ
B
O
X発
売
に
合
わ
せ
、
今
年
春
に
制
作

さ
れ
た
自
衛
隊
の
活
動
啓
発
ポ
ス
タ
ー

自
衛
隊
の
行
く
道
に
熟
慮
を

本
と
「
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
」
の
出

合
い
は
、
中
学
1
年
の
時
で
あ
る
。

1
9
6
6年
に
初
放
送
さ
れ
、
テ
レ

ビ
に
く
ぎ
付
げ
に
な
っ
た
。
人
形
劇

と
思
え
な
い
人
物
の
微
細
な
動
き
と

救
助
メ
カ
の
霞
葺
感
。
高
層
ビ
ル
火

災
、
海
上
石
油
採
掘
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
危
機
、
原
子
炉
事
故
な
ど
、
毎
回

起
き
る
「
事
件
」
の
リ
ア
ル
さ
に
目

を
見
張
っ
た
。

そ
し
て
、
大
富
豪
の

「
パ
パ
」
が

指
揮
す
る
「
民
間
人
家
族
に
よ
る
国

際
救
助
隊
」
と
い
う
設
定
の
ユ
干

ク
さ
。
母
親
は
既
に
亡
い
も
の
の
、

サ
ン
ダ
1
パ
1
ド
の
活
動
に
は
「
見

返
り
を
期
待
し
な
い
涯
が
全
体
を

白
流
し
、
丸
み
を
帯
び
た
「
2
号」

は
ど
こ
か
母
を
感
じ
さ
せ
る
。

冷
戦
期
の
思
考
と
空
気
を
反
映
し

て
ス
パ
イ
な
ど
も
出
て
く
る
が
、
米

軍
の
巨
大
マ
シ
ン
が
取
故
を
起
こ
し

た
第
2
話
で
は
、
救
助
に
感
謝
す
る

米
軍
司
令
官
の
ス
カ
ウ
ト
を
断
り
、

「
寧
や
国
家
を
助
け
る
の
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
乗
員
の
人
命
救
助
で
あ

る
」
と
言
い
残
し
て
去
っ
て
い
く
。

国
家
を
超
え
る
鮮
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
感
動
し
た
。

非
軍
事
の
救
助
隊

そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
。
東
京
の
日

本
科
学
未
来
館
で
開
催
中
の
「
サ
ン

朝穂水島ド博に思うサンダーバー

み
ず
し
ま
・
あ
さ
ほ
さ
ん

1
9
5
3年
東
京

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
教
授
。
広
島
大
助
教
授
な
ど

を
経
て
鉛
年
よ
り
現
職
。
専
攻
は
憲
法
・
法
政
策

論
。
「
戦
争
と
た
た
か
う
」
「
東
日
本
大
震
災
と
憲

法
」
な
ど
智
岱
多
数
。
北
社
市
に
仕
事
場
を
持
つ
。

科
連
隊
に
「
人
命
救
助
シ
ス
テ
ム
」

を
も
っ
部
隊
を
備
え
る
な
ど
、
災
害

派
遣
能
力
を
強
化
し
た
。
防
衛
予
算

で
消
防
レ
ス
キ
ュ
ー
と
同
じ
装
備
を

そ
ろ
え
る
国
は
、
世
界
で
も
日
本
だ

け
だ
ろ
う
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
活
用
さ
れ
た
。

周
辺
国
と
の
関
係

驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
自
衛
隊
が

今
春
、
隊
員
募
集
と
活
動
啓
発
の
ポ

ス
タ
ー
に
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
を
起
用

し
た
。
サ
ン
ダ
l
パ
l
ド
は
人
命
救

助
第
一
で
、
い
か
な
る
国
家
に
も
所

属
し
な
い
。
援
助
も
受
け
な
い
。
独

立
採
算
の
民
間
組
織
で
、
世
界
の
ど

こ
へ
で
も
分
け
隔
で
な
く
出
動
す

る
。剖
年
前
の
私
た
ち
の
提
案
通
り
、

自
衛
隊
が
サ
ン
タ
l
パ
l
ド
を
目
指

す
と
い
う
の
な
ら
大
鰍
迎
で
あ
る
。

だ
が
、
自
民
党
の
飯
法
改
正
草
案

は
、
自
衛
隊
を
「
国
防
国
」
に
す
る

方
向
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
ロ
月
の

閣
議
決
定
を
目
指
す
「
新
防
衛
計
画

の
大
綱
」
で
は
、
大
規
模
災
害
を
重

視
す
る
一
方
で
、
水
陸
両
用
部
隊
(
海

兵
隊
)
を
新
設
し

「軍
」
と
し
て
全

て
の
属
性
を
備
え
る
方
向
で
、
検
討

が
進
ん
で
い
る
。

参
院
選
の
大
勝
を
受
防
、
安
倍
晋

三
内
閣
は
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
方

向
に
か
じ
を
切
る
だ
ろ
う
。
自
衛
隊

を
国
防
車
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

サ
ン
ダ
l
バ
ー
ド
に
近
づ
け
て
い
く

か
。
同
辺
諸
国
と
の
関
係
を
合
め
、

憲
法
9
条
を
め
ぐ
る
冷
静
で
熟
慮
あ

る
各
論
的
議
論
が
求
め
ら
れ
る
。


